
社会実験 かどまパークキッズチャレンジ 

「弁天池公園で遊ぼう♪」実施報告＜速報版＞ 

 

１．実施概要 

 日 時：2022（令和 4）年 3月 27日（日） 10時～15時 

     ※当初予定の 26日（土）が雨天のため、翌日に順延。 

 内 容：■子ども園長企画 

      宝探し、弁天池スタンプラリー、ディスクゴルフ、飛んでるボール（まとあて）、木わな

げ、小川レース、森のクラフト 

     ■協力企画等 

      陶芸体験、大きなお絵かき（つちのこ絵画陶芸教室） 

      ロープわたり（日本ボーイスカウト大阪連盟門真第１団） 

      ペンキ塗り体験、グランドゴルフ体験、軽食販売（門真市シルバー人材センター） 

      砂遊びコーナー（門真市園芸緑化協会） 

      幼児遊具コーナー（株式会社ジャクエツ） 

      ※ほか、キッチンカー（株式会社イーエーエスジャパン）、ボランティアスタッフ（大阪

樟蔭女子大学、大阪国際大学）については、順延のため都合により当日参加が叶いま

せんでした。 

 

２．子ども園長（記念写真） 

 

 

 

資料５－１ 
※子ども園長のメッセージは最終ページに記載 
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３．成果 

①様々な関係者の協力による企画・運営 

・市民団体や企業、大学など、様々な関係者の協力のもと、企画から当日運営までを実施。 

⇒様々な関係者との協力のネットワークを広げていく可能性を把握できました。 

 

  

  

  

  

協力企画 

 

大きなお絵かき（つちのこ絵画陶芸教室） 陶芸体験（つちのこ絵画陶芸教室） 

ロープわたり（日本ボーイスカウト大阪連盟門真第１団） ペンキ塗り体験（門真市シルバー人材センター） 

軽食販売（門真市シルバー人材センター） グランドゴルフ体験（門真市シルバー人材センター） 

砂遊びコーナー（門真市園芸緑化協会） 幼児遊具コーナー（株式会社ジャクエツ） 
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②保護者や学生ボランティアの協力による運営 

・当日の運営にあたり、子ども園長の保護者の方々や学生ボランティアにご協力いただきました。 

⇒子どもたちのためであれば、保護者の方々にも関わっていただける可能性を把握できました。 

 

  

 

保護者、学生ボランティアの協力 

 

③遊具だけではない、公園の楽しみ方の実践 

・流れや森、広場など、公園の多様な環境を活かした様々な遊びを実践。 

⇒近隣市の他公園には見られない多様な環境を有する弁天池公園の可能性を再認識できました。 

 

  

  

多様な環境を活かした遊び  

流れを使った「小川レース」 樹林を使った「ロープわたり」 

公園で採れるものを使った「森のクラフト」 広場を使った様々な遊び 
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④投げる系の遊びのニーズの再認識 

・まとあてやディスクゴルフ、木わなげなど、投げる系の遊びが人気。 

⇒普段は公園でしづらい投げる系の遊びのニーズを再認識できました。 

   

投げる系の子ども園長企画 

 

⑤幼児向けの遊び場のニーズを確認 

・砂場や幼児向け仮設遊具は、幼児連れの親子を中心に、多くの方が継続して利用。 

⇒現在は弁天池公園には無い幼児向けの遊具等のニーズを確認できました。 

   

幼児向けの遊び場 

 

 

＜子ども園長の感想＞ 

・いろんなゆうぐいがいの遊びがいっぱいあったら、またきたいです。 

・うけつけをできたので、コミュニケーションがうまくなった。おきゃくさんが「ありがとう」

と言ってくれたのがうれしかった。またやりたい！ 

・来年もやりたい！ 

・いろんな人が来て、たくさん遊んでくれたし、自分たちもたのしかったです。またこういうこ

とがあったらきたいです。 

・いろんな人が来てくれて楽しんでくれたのでうれしかった。大変だったけど、またやってみた

いと思った。 

・たくさん人が来てとてもいそがしかった。でも、楽しく遊んでくれていて、とてもうれしかっ

た！友達もできた！ 

・思ったいじょうに楽しかった！ 

・いろんな子が来てみんなたのしそうによろこんでいたからうれしかったしたのしかった！ 

・みんながたのしいといってくれてうれしかった。あと、しんどかった。 

・子ども園長をやって、みんなとなかよくできた事や、イベントを楽しみました。 

・今日したした遊びは、たのしかったから、これが続いてずっとあったらいいと思いました。 
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